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うどんこ病にかかっているのではないか｡」と考え，キュウリの葉を水で洗い流し始めた。
キュウリグループの子どもは，それに応じたお世話をしたのである。他のグループの発表
から自分たちにはなかった気付きを取り入れ、自分たちの野菜の様子と結び付けながら，
次の活動へとつなげることができた。
このように，グループ交流と全体交流を必要に応じて切り替えることで，自分たちには
なかった気付きを獲得することができる。それが交流を経てまた次の活動へと繰り返しつ
ながっていくことになり、気付きの質を高め合う聞き合いにすることができる。
(4)目的の再確認
①1年生「がつこうとなかよしだいさ<せん」
学校探検の場面では，見つけたものをクイズにして交流するという見通しを持たせた。初
めは「たくさん見つけたい｡」だった意識が「僕たちだけが知っている特別の「ひみつ』を
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り直す姿が見られた（資料10)。
クイズ交流後の場面では，ふりかえりで付妻（資
料11)に，「大きな画面のあるパソコンルームにも
う一度行ってみたい｡」と書いて，友達のクイズを聞
いて思いをもった子がいた。またクイズを作るため
に友達と何度もレッスンルームに足を運んだ子は
「コントラバスがぼくの背たけより大きくてびっ
くりした｡」と書いていた。このようにクイズ作り
や交流を通して，一度探検で見つけたものから，友
達と情報交換して選択したり見直したりする中で，
子どもは自分が見つけた学校のひみつを大事に思
い，友達と調べて驚いたな，面白かったと実感する
ことができた。他にも「今度は幼稚園について調べ
たい。また幼稚園児さんと遊びたい｡」「ピースタウ
ンニュースを作っている放送プロジェクトにイン
タビューしたい｡」とさらに対象を広げて次の活動
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資 料11クイズ交流後の付篝タビューしたい｡」とさらに対象を広げて次の活i
を思い描く子どもの再構成の姿があった。
②2年生「おいしいやさいをそだてよう～すみれ組さんとやさいパーティーしよう～」
本単元は，栽培活動を扱う長期的な学習であるため，大きな目的を共有することで学習
意欲をもち続けることができると考えた。そこで，幼稚園のすみれ組さん（年中児）と一
緒に野菜パーティーをすることを大きな目的とし，学習を進めることにした。さらに，そ
蕊職
マトを3000こつぐろう！がんばります！体的に表現し，さらに「年中さんがたべたことの
L-Ef堂基蓋垂豐等二Tg=ないﾄﾏﾄ｣や｢ﾅｽのきらいな人でも『おいし
い！』といえるナス」という，すみれ組さんとの
資料12単元を通した目的や野菜毎の野菜パーティーを意識しためあてを立て栽培活
めあて等の掲示
－48－
わたしが耳を近づけてみると、「わきめかきをしてくれて，
わたしのくきのせいが高くなったよ！」と聞こえてきまし
た。
もつとくきのせを高くしたら，おいしいピザ，サラダ，カ
レー，スープ，いろいろなおいしいごはんができるとおもい
ました。
動に臨んだ。
野菜の様子を聞き合う場面では，
野菜の変化や成長に対する自分の気
付きを多く発表できたこと自体に満
足したり，うまく成長している部分
にのみ興味を示したりする様子が見
られた。この場合，聞き合いの中で資料13聞き合い後のふりかえりより
関係づけ再構成は行われるが，目的
に沿ったものではない。そこで，学習掲示をふり返り目的を再確認することで，次の活動
を意識した再構成が行われるようにした。資料13は，中くらいトマトの葉が前よりも多く
なったことに気付き，成長を喜んでいた子どものふりかえりである。既習掲示から目的が
再確認されたことによって，中くらいトマトにおいてもミニトマト同様にわき芽かきの必
要性に気付き，そのわき芽かきのおかげで野菜パーティーの目的が達成できそうだとふり
返っていることがわかる。
グループでの聞き合いでは，子ども主導になるため，掲示や教師の言葉かけなど目的を
再確認できるような手だてをうつことで，目的に沿った再構成が行われた。
5成果と課題
（1）思いや願い，気付きの明確化
絵カードや付雲，実物，吹き出しを付けたワークシートの活用は，暖昧な子どもの思いや願
い，気付きを明確にし，それをもとに友達と伝え合って共有し，試行錯誤することで関係づけ
再構成が行われる手だてとして有効であった。特に実物や絵，写真を利用させることは，言語
を聞くだけでは伝わりにくい面を視覚的に支援し事実や話す内容がとらえやすいことから，聞
き合いを充実させることができる。
（2）思いや願い，気付きの比較。分類
付菱は2つの使い方がある。1つは貼ったり剥がしたりできるので移動させながら比較・分
類したりまとめる，考えの変容を可視化できるためどう再構成されたかを見取るなど質的に使
う方法である。もう1つは，思いや願い，気付きの一つ一つを付妻に短い言葉（キーワード）
で書き表したり地図やホワイトボードに位置付けたりする量的に使う方法である。どちらも視
覚的にわかりやすく作業的な要素を含むので学習に対する意欲にもつながった。使用する目的
を明確にして子どもに与えることで，低学年の子どもにも効果的な比較・分類ができ関係づけ
再構成する手だてとなった。
（3）交流の仕方の工夫
インタビューやクイズなど伝え合う必要感のある交流では，相手意識をもちやすく，同じ
目的の友達と協力しながら伝え，友達と気付きを共有し関係づけ再構成する姿が見られた。
しかし，交流すること自体が目的とならないよう，ねらいを吟味して設定しなければならな
い。また，グループ交流の後に全体交流を設定することで、自分たちの気付きにはなかった
新たな気付きを獲得することができる。それが交流を経て次の活動へと繰り返しつながって
いくことで，気付きの質を高め合う聞き合いとなる。
（4）目的の再確認
課題を再確認したり見通しをもたせ，次の活動を意識したりすることは，自分と友達との気
付きを関係づけるために効果的である。特にグループでの聞き合いは子ども主導になるため，
目的に沿った再構成が行われるよう，目的を再確認できる掲示や板書などの手だてが必要とな
る。
－49－
